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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子を有するビデオスコープと、表示装置が接続されるとともに前記ビデオスコー
プが着脱自在に接続されるプロセッサとを備えた電子内視鏡装置であって、
　前記プロセッサに設けられ、被写体を照明するための照明光を放射する光源ランプと、
前記ビデオスコープ内に設けられ、前記撮像素子から読み出されるカラー画像信号に対し
て色調整処理を施す色調整手段と、
　前記ビデオスコープ内に設けられ、色調整処理を施すためにランプの種類に応じて設定
される基準データである色調整データが格納される色データメモリと、
　分光分布特性によって種類の異なる前記光源ランプの種類を判別するランプ判別手段と
を備え、
　前記色調整手段が、前記カラー画像信号から分離されて得られる輝度信号および色信号
に基いて赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の原色信号を生成する原色信号生成手段と
、
　前記Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号における相対的割合を調整してカラーバランスを調整するホ
ワイトバランス調整手段と、
　カラーバランス調整された前記Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号に対してガンマ補正をするガンマ
補正処理手段と、
　ガンマ補正処理された前記Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号に基いて、輝度信号、色差信号を映像
信号として生成する映像信号生成手段とを有し、
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　前記色調整手段が、前記色データメモリに格納された色調整データの中から、前記ラン
プ判別手段により判別されたランプの種類に応じた色調整データであって、原色信号生成
の演算に用いられる係数データ、カラーバランス調整におけるゲインデータ、ガンマ補正
におけるガンマ特性データ、そして映像信号生成における位相コントロールおよび出力調
整データを選択的に読み出し、
　前記原色信号生成手段が読み出された係数データに基づいて原色信号を生成し、前記ホ
ワイトバランス調整手段が読み出されたゲインデータに基づいてカラーバランス調整し、
前記ガンマ補正処理手段が読み出されたガンマ特性データに基づいてガンマ補正し、そし
て、前記映像信号生成手段が読み出された位相コントロールおよび出力調整データに基い
て映像信号を生成することを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　前記光源ランプとして、キセノンランプ、メタルハライドランプ、ハロゲンランプのい
ずれかのランプが適用され、
　前記ランプ判別手段が、その３つのランプのうちいずれのランプであるかを判別するこ
とを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　撮像素子を有し、表示装置が接続されるとともに光源ランプが設けられたプロセッサへ
着脱自在に装着される電子内視鏡装置のビデオスコープであって、
　前記撮像素子から読み出されるカラー画像信号に対して色調整処理を施す色調整手段と
、
　色調整処理を施すためにランプの種類に応じて設定される基準データである色調整デー
タが格納される色データメモリと、
　分光分布特性によって種類の異なる前記光源ランプの種類を判別するランプ判別手段と
を備え、
　前記色調整手段が、前記カラー画像信号から分離されて得られる輝度信号および色信号
に基いて赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の原色信号を生成する原色信号生成手段と
、
　前記Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号における相対的割合を調整してカラーバランスを調整するホ
ワイトバランス調整手段と、
　カラーバランス調整された前記Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号に対してガンマ補正をするガンマ
補正処理手段と、
　ガンマ補正処理された前記Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号に基いて、輝度信号、色差信号を映像
信号として生成する映像信号生成手段とを有し、
　前記色調整手段が、前記色データメモリに格納された色調整データの中から、前記ラン
プ判別手段により判別されたランプの種類に応じた色調整データであって、原色信号生成
の演算に用いられる係数データ、カラーバランス調整におけるゲインデータ、ガンマ補正
におけるガンマ特性データ、そして映像信号生成における位相コントロールおよび出力調
整データを選択的に読み出し、
　前記原色信号生成手段が読み出された係数データに基づいて原色信号を生成し、前記ホ
ワイトバランス調整手段が読み出されたゲインデータに基づいてカラーバランス調整し、
前記ガンマ補正処理手段が読み出されたガンマ特性データに基づいてガンマ補正し、そし
て、前記映像信号生成手段が読み出された位相コントロールおよび出力調整データに基い
て映像信号を生成することを特徴とする電子内視鏡装置のビデオスコープ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、撮像素子を有し、胃内部などの映像を撮影するため体内へ挿入されるビデオス
コープと、ビデオスコープおよびモニタなどが接続されるプロセッサとを備えた電子内視
鏡装置に関し、特に、撮像素子から読み出される画像信号に対する色調整処理に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
電子内視鏡装置には、観察部位を照射するための光を放射する光源ランプが設けられてお
り、光源ランプから放射された光はビデオスコープ内に設けられたライトガイド（光ファ
イバー束）によってスコープ先端へ伝達される。光が観察部位に反射することにより、被
写体像が撮像素子に形成され、被写体像に応じた画像信号が撮像素子から読み出される。
電子内視鏡装置の場合、カラー映像をモニタに表示するため、面順次方式あるいは同時方
式による撮像方式が採用されており、赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）あるいは補色など所
定の色成分の信号によって構成されるカラー画像信号が撮像素子から読み出される。読み
出されたカラー画像信号に対しては色調整処理が施され、白い被写体を撮像したときに白
い被写体像を映し出すホワイトバランス調整やビデオ信号の色差信号に対して色相に関す
る位相調整処理などが施される。これにより、色再現性のよい被写体像をモニタに映し出
すことができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
プロセッサ内に設けられる光源ランプとして、ハロゲンランプ、メタルハライドランプ、
キセノンランプ等が使用されるが、これらランプ毎に分光（スペクトル）分布が異なる。
例えば、ハロゲンランプの光は黄色の波長領域の光成分が多いために黄色味を帯びた色の
光であり、また、キセノンランプは昼光に近い白色光を放射する。このような分光分布（
色温度）の違いにより、撮像素子から読み出されるカラー画像信号の色成分は、同じ被写
体を撮像しても、使用されるランプによって異なる。そのため、従来の電子内視鏡装置で
は、使用されるランプの分光分布特性に応じた色調整処理が施されている。
【０００４】
ところが、使用されるランプに応じた色調整処理を実行する信号処理回路が一度形成され
てしまうと、信号処理回路を設計変更しない限り、他の種類のランプに変更してプロセッ
サを使用することができない。他のランプを使用すると、そのランプには適切でない色調
整を行ってしまい、色の再現性が悪くなる。従って、ビデオスコープ、プロセッサなどの
電子内視鏡装置の構成要素を共有化して使用することができず、各ランプに対応する電子
内視鏡装置を別々に設計しなければならない。
【０００５】
そこで、本発明では、様々な種類のランプそれぞれに応じて色調整処理を行うことができ
る電子内視鏡装置、およびその電子内視鏡装置のビデオスコープを得ることを目的とする
。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の電子内視鏡装置は、撮像素子を有するビデオスコープと、表示装置が接続される
とともにビデオスコープが着脱自在に接続されるプロセッサとを備えた電子内視鏡装置で
あり、光源ランプと、色調整手段と、ランプ判別手段とを備える。光源ランプは、プロセ
ッサに設けられており、被写体を照明するための照明光を放射する。色調整手段は、撮像
素子から読み出されるカラー画像信号に対して色調整処理を施す。ランプ判別手段は、光
源ランプの種類を判別する。そして、色調整手段は、ランプ判別手段により検出されるラ
ンプの種類に応じて色調整処理を施すことを特徴とする。ランプの種類に応じて色調整を
施すため、どのようなランプを使用しても良好な色再現性が維持される。また、ランプの
種類が変更されても、色調整手段をそれに合わせて変更する必要がなく、複数のランプに
対して信号処理手段が共有化される。
【０００７】
色調整手段は、ビデオスコープ内に設けられていることが望ましい。モニタへ出力する映
像信号がビデオスコープ内で生成される場合、色調整手段もビデオスコープ内に設けられ
る。この場合、ランプの種類が異なる複数のプロセッサに対して１つのビデオスコープを
共有して使用することができ、ビデオスコープが接続されると、使用されるプロセッサ内
のランプの種類に応じて色調整が施される。
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【０００８】
カラー画像信号の各色成分信号のゲイン値などを変えて色調整処理を施す場合、ビデオス
コープは、色調整処理を施すためにランプの種類に応じて設定される基準データである色
調整データが格納される色データメモリを更に有し、色調整手段は、データメモリに格納
された色調整データの中からランプ判別手段により判別されたランプの種類に応じたデー
タを選択的に読み出し、読み出したデータに基いて色調整処理を施すことが望ましい。
【０００９】
例えば、光源ランプとして、キセノンランプ、メタルハライドランプ、ハロゲンランプの
いずれかのランプが適用される。ランプ毎にそれぞれ分光特性が異なり、放射される光の
色（色温度）も異なる。この場合、ランプ判別手段は、その３つのランプのうち、いずれ
のランプであるかを判別することが望ましい。
【００１０】
色調整処理に関しては、少なくともホワイトバランス調整処理が色調整処理に含まれる。
好ましくは、ホワイトバランス調整処理に加え、分離された輝度信号と色信号に基いて原
色信号を作成する処理、ガンマ補正処理、および原色信号から映像信号を生成する処理の
いずれか、あるいはその中のいくつか、あるいはすべてが色調整処理に含まれる。例えば
、色調整手段は、カラー画像信号から分離されて得られる輝度信号および色信号に基いて
赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の原色信号を生成する原色信号生成手段と、Ｒ，Ｇ
，Ｂの原色信号における相対的割合を調整してカラーバランスを調整するホワイトバラン
ス調整手段と、Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号に対してガンマ補正をするガンマ補正処理手段と、
Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号に基いて、輝度信号、色差信号を映像信号として生成する映像信号
生成手段とを有する。これら各手段において、色調整処理が施される。
【００１１】
本発明の電子内視鏡装置のビデオスコープは、撮像素子を有し、表示装置が接続されると
ともに光源ランプが設けられたプロセッサへ着脱自在に装着される電子内視鏡装置のビデ
オスコープであって、撮像素子から読み出されるカラー画像信号に対して色調整処理を施
す色調整手段と、光源ランプの種類を判別するランプ判別手段とを備え、色調整手段は、
ランプの種類に応じて色調整処理を施すことを特徴とする。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下では、図面を参照して、本発明の実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
【００１３】
図１は、本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。ビデオスコープとプロセ
ッサとを備えた電子内視鏡装置は、胃などの臓器を検査、手術などを行うための装置であ
り、検査等が開始されると、ビデオスコープが観察部位の撮影のため体内へ挿入される。
【００１４】
電子内視鏡装置では、撮像素子であるＣＣＤ５４を有するビデオスコープ５０と、ＣＣＤ
５４から読み出される画像信号を処理するプロセッサ１０とが備えられ、被写体像を表示
するモニタ３２がプロセッサ１０に接続される。ビデオスコープ５０はプロセッサ１０に
着脱自在に接続され、また、プロセッサ１０には、キーボード３４も接続される。
【００１５】
ランプ点灯スイッチ（図示せず）がＯＮになると、ランプ制御部１１Ａを含むランプ電源
１１からランプ１２へ電源が供給される。点灯したランプ１２から放射された光は、集光
レンズ１４を介してビデオスコープ１０内に設けられた光ファイバー束５１の入射端５１
Ａに入射する。光ファイバー束５１は、ランプ１２から放射される光を観察部位のあるビ
デオスコープ５０の先端側へ光を伝達する光ファイバーであり、光ファイバー束５１を通
った光は出射端５１Ｂから出射する。これにより、拡散レンズである配光レンズ５２を介
して観察部位Ｓに光が照射される。なお、本実施形態では、ランプ１２は、ハロゲンラン
プ、メタルハライドランプ、キセノンランプのうちいずれかのランプが適用される。
【００１６】
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観察部位Ｓにおいて反射した光は、対物レンズ５３を通ってＣＣＤ５４の受光面に到達し
、これにより観察部位Ｓの被写体像がＣＣＤ５４の受光面に形成される。本実施形態では
、カラー撮像方式として単板同時式が適用されており、ＣＣＤの受光面上にはイエロー（
Ｙｅ）、シアン（Ｃｙ）、マゼンタ（Ｍｇ）、グリーン（Ｇ）の色要素が市松状に並べら
れた補色カラーフィルタ（図示せず）が受光面の各画素に対応するよう配置されている。
そして、ＣＣＤ５４では、補色カラーフィルタを通る色に応じた被写体像の画像信号が光
電変換により発生し、所定時間間隔ごとに１フレームもしくは１フィールド分の画像信号
が、色差線順次方式に従って順次読み出される。本実施形態では、カラーテレビジョン方
式として例えばＮＴＳＣ方式が適用されており、１／３０（１／６０）秒間隔ごとに１フ
レーム（１フィールド）分の画像信号が順次読み出され、初期信号処理回路５５へ送られ
る。
【００１７】
初期信号処理回路５５では、後述するように、カラー画像信号に対して色調整処理を含む
様々な処理が施され、輝度信号および色差信号が映像信号として生成される。また、初期
信号処理回路５５には、ＣＣＤ５４を駆動するためのＣＣＤドライバ（図示せず）が含ま
れており、ＣＣＤドライバからＣＣＤ５４へ駆動信号が出力される。生成された映像信号
は、プロセッサ信号処理回路２８へ送られるとともに、輝度信号は調光回路２３へ送られ
る。また、調光回路２３へ順次送られる１フレーム分（１フィールド分）の輝度信号に合
わせて、所定のタイミングの同期信号等が初期信号処理回路５５から調光回路２３へ送ら
れる。
【００１８】
プロセッサ信号処理回路２８では、初期信号処理回路５５送られてくる映像信号に対して
所定の処理が施される。処理された映像信号は、ＮＴＳＣコンポジット信号、Ｙ／Ｃ分離
信号（いわゆるＳビデオ信号）、ＲＧＢ分離信号などのビデオ信号としてモニタ３２へ出
力され、これにより被写体像がモニタ３２に映し出される。
【００１９】
システムコントロール回路２２内のＣＰＵ２４は、プロセッサ１０全体を制御し、調光回
路２３、ランプ制御部１１Ａ、プロセッサ信号処理回路５５などの各回路に制御信号を出
力する。タイミングコントロール回路３０では、信号の処理タイミングを調整するクロッ
クパルスがプロセッサ１０内の各回路に出力され、また、ビデオ信号に付随される同期信
号がプロセッサ信号処理回路２８に送られる。また、システムコントロール回路２２内の
ＲＯＭ２５には、ランプ１２の種類に関するデータがあらかじめ記憶されている。
【００２０】
ライトガイド５１の入射端５１Ａと集光レンズ１４との間には被写体Ｓに照射される光の
光量を調整のため絞り１６が設けられており、モータ１８の駆動によって開閉する。本実
施形態では、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）である調光回路２３によって絞り１６
を通過する光、すなわち被写体Ｓへ照射される光の光量調整が行われる。初期信号処理回
路５５から出力される輝度信号は、Ａ／Ｄ変換器（図示せず）によってデジタルの輝度信
号に変換された後、調光回路２３へ入力される。この輝度信号に基き、調光回路２３から
モータドライバ２０へ制御信号が送られ、モータ１８がモータドライバ２０によって駆動
される。これにより、絞り１６が所定の開度まで開く。
【００２１】
　ビデオスコープ５０内には、ビデオスコープ５０全体を制御するスコープ制御部５６と
、ビデオスコープ５０の特性（画素数など）とともに後述する色調整に関するデータがあ
らかじめ記憶されたＥＥＰＲＯＭ５７とが設けられている。スコープ制御部５６は、初期
信号処理回路５５を制御するとともに、ＥＥＰＲＯＭ５７からデータを読みだす。ビデオ
スコープ５０がプロセッサ１０に接続されると、スコープ制御部５６とシステムコントロ
ール回路２２との間でデータが送受信され、スコープ特性に関するデータがスコープ制御
部５６からシステムコントロール回路２２へ送られるとともに、ランプ特性に関するデー
タがシステムコントロール回路２２からスコープ制御部５６へ送られる。
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【００２２】
フロントパネル９６には、自動調光において基準となる参照輝度値の設定をするための設
定スイッチ（図示せず）が設けらており、オペレータが設定スイッチを操作することによ
って設定された値に応じた信号がシステムコントロール回路２２へ送られる。この参照輝
度値のデータは、ＲＡＭ２６へ一時的に格納されるとともに、必要に応じてシステムコン
トロール回路２２から調光回路２３へ送られる。また、キーボード３４において患者情報
などの文字情報をモニタ３２に表示するためキー操作がなされると、キーボード３４操作
に応じた信号がシステムコントロール回路２２へ入力され、その信号に基き、プロセッサ
信号処理回路２８においてキャラクタ信号が映像信号にスーパーインポーズされる。
【００２３】
図２は、図１の初期信号処理回路５５を詳細に示した図であり、図３は、ＥＥＰＲＯＭ５
７にあらかじめ記憶されている色調整に関するデータ表を示す図である。
【００２４】
ＣＣＤ５４から読み出された画像信号は、初期信号処理回路５５内のプロセス回路（図示
せず）において増幅処理などが施され、信号分離処理回路６０に送られる。信号分離処理
回路６０では、所定のラインごとに読み出された画像信号が輝度信号Ｙａと色信号Ｃに分
離される。分離された画像信号は、ＲＧＢマトリックス回路６２へ送られる。
【００２５】
ＲＧＢマトリックス回路６２では、分離された輝度信号Ｙａと色信号Ｃに基いて、赤色（
Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）の原色信号が以下の式により求められる。ただし、“ＣＲ
”は色信号Ｃのうち“Ｒ－Ｙ”の色差信号に相当する“２Ｒ－Ｇ”の信号であり、“ＣＢ
”は、色信号Ｃのうち“－（Ｂ－Ｙ）”の色差信号に相当する“―（２Ｂ－Ｇ）”の信号
である。また、“α、β”の値は、それぞれスコープ制御部５６から送られてくるデータ
信号“ＲＭＴＸ”、“ＢＭＴＸ”の値を示す。
Ｒ＝ＣＲ＋α・Ｙａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
Ｂ＝ＣＢ＋β・（Ｙａ－ＣＲ）　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（２）
Ｇ＝Ｙａ－ＣＲ－ＣＢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（３）
生成されたＲ，Ｇ，Ｂの原色信号はホワイトバランス回路６４へ送られる。
【００２６】
ホワイトバランス回路６４では、原色信号のうちＲ，Ｂの信号に対してゲインコントロー
ルが施される。電子内視鏡装置の初期設定段階では、Ｒ，Ｂのゲイン値は、得られたラン
プ特性に関するデータに基づいてＥＥＰＲＯＭ５７から色調整に関するデータ（色調整デ
ータ）を読み出したスコープ制御部５６からそれぞれ送られてくる初期ゲインデータ信号
“ＲＧＡＩＮ”、“ＢＧＡＩＮ”の定められ、この値は、ランプの種類に応じて異なる。
一方、観察時においては、同じくスコープ制御部５６から送られてくるゲインデータ信号
“ＲＣＯＮＴ”、“ＢＣＯＮＴ”の値に基いてゲインコントロールが施される。さらに、
ホワイトバランス回路６４では、色信号Ｃに対してもゲインコントロールが施される。こ
のときのゲイン値は、スコープ制御部５６から送られてくるゲインデータ信号“ＣＬＥＶ
ＥＬ”の値となる。ホワイトバランス調整等がされた原色信号は、ガンマ補正回路６６へ
送られる。
【００２７】
ガンマ補正回路６６では、ガンマ補正が施される。このときのガンマ特性曲線は、スコー
プ制御部５６から送られてくるガンマ特性データ信号“Ｃ－γＣＯＮＴ”の値に従う。ガ
ンマ補正された信号は、カラーマトリックス回路６８へ送られる。カラーマトリックス回
路６８では、Ｒ，Ｇ，Ｂの原色信号に基いて、輝度信号Ｙ、色差信号Ｃｂ（＝Ｂ－Ｙ）、
Ｃｒ（＝Ｒ－Ｙ）が映像信号として生成される。色差信号Ｃｂ、Ｃｒに対しては、スコー
プ制御部５６からそれぞれ送られてくる位相コントロールデータ信号“ＣｂＨＵＥ”、“
ＣｒＨＵＥ”に基いて、色相に関する位相の調整が施される。また、スコープ制御部５６
からそれぞれ送られてくる出力レベル調整データ信号“ＣｂＧＡＩＮ”、“ＣｒＧＡＩＮ
”に基いて、出力される色差信号Ｃｂ、Ｃｒの出力レベルが調整される。輝度信号Ｙ、色
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差信号Ｃｂ、Ｃｒは、それぞれプロセッサ１０へ送られる。
【００２８】
スコープ制御部５６から初期信号処理回路５５へ送られるデータ信号は、ＥＥＰＲＯＭ５
７にあらかじめデータとして記憶されている色調整に関するデータに従っており、色調整
データはＥＥＰＲＯＭ５７の所定のアドレスに格納されている（図３参照）。本実施形態
では、３種類のランプの種類ごとに色調整に関するデータがそれぞれ用意され、キセノン
ランプ用の色データＫＤ、メタルハライドランプ用の色データＭＤ、ハロゲンランプ用の
色データＨＤとして格納されている。例えば、使用されるランプ１２がキセノンランプで
ある場合、色データＫＤがＥＥＰＲＯＭ５７から読み出され、“ＲＧＡＩＮ”、“ＣｂＨ
ＵＥ”などのデータ信号としてスコープ制御部５６から初期信号処理回路５５へ送られる
。なお、スコープ制御部５６から出力されるデータ信号は、Ｄ／Ａ変換器（図示せず）に
おいてアナログ信号に変換された後、初期信号処理回路５５へ送られる。
【００２９】
本実施形態では、キセノンランプ用の色データＫＤ、メタルハライドランプ用の色データ
ＭＤ、ハロゲンランプ用の色データＨＤの各色調整処理に関するデータ信号は、ランプ毎
にそのランプ特性に対応した固有の値をもつ。例えば、キセノンランプ用の色データＫＤ
のデータ信号“ＲＧＡＩＮ”、“ＢＧＡＩＮ”は、キセノンランプの光が白色光に近いこ
とからほぼ同じゲイン値となるのに対して、ハロゲンランプ用の色データＨＤの初期ゲイ
ンデータ信号“ＲＧＡＩＮ”、“ＢＧＡＩＮ”は、ハロゲンランプの光が黄色光に近いこ
とから、“ＲＧＡＩＮ”の値が“ＢＧＡＩＮ”の値に比べて小さい。
【００３０】
図４は、図５は、スコープ接続における色調整用データの抽出処理を示したフローチャー
トである。図４に示す処理は、プロセッサ１０のシステムコントロール回路２２で実行さ
れる抽出処理に関連した処理であり、図示しないメインルーチンの中にある１つのステッ
プのサブルーチンとして示してある。一方、図５に示す処理は、ビデオスコープ５０側の
スコープ制御部５６で実行される処理である。
【００３１】
ステップ１０１では、ビデオスコープ５０が接続されているか否かを検出するための信号
データがシステムコントロール回路２２に取り込まれる。そして、ステップ１０２では、
ビデオスコープ５０が接続されたか否かが判定される。ビデオスコープ５０が接続されて
いないと判断された場合、ステップ１０１に戻る。一方、ビデオスコープ５０が接続され
たと判断された場合、ステップ１０３へ進む。
【００３２】
ステップ１０３では、ビデオスコープ５０のスコープ制御部５６と相互にデータ通信を行
うための準備処理が施される。そして、ステップ１０４では、ランプ１２の種類に基づく
ランプ特性に関するデータがスコープ制御部５６へ送られる。ステップ１０４が実行され
ると、ステップ１０５へ進む。
【００３３】
ステップ１０５では、ランプ特性に関するデータを受け取ったことを確認する確認データ
がスコープ制御部５６から送られてきているか否かが判定される。確認データが送られて
きていないと判断されると、ステップ１０４へ戻る。一方、確認データが送られてきてい
ると判断された場合、ステップ１０６へ進み、スコープ制御部５６とのデータ通信を終了
する。データ通信が終了すると、メインルーチンへ戻る。
【００３４】
次に、図５に示すスコープ制御部５６において実行される処理を説明すると、ステップ２
０１では、プロセッサ１０からランプ特性に関するデータを送信することを要求する処理
が施される。そして、ステップ２０２では、ランプ特性に関するデータの受信が可能であ
るか否かが判定される。ランプ１２の種類に関するデータの受信が可能でないと判断され
ると、ステップ２０１に戻る。一方、ランプ１２の特性に関するデータの受信が可能であ
ると判断されると、ステップ２０３へ進む。
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【００３５】
ステップ２０３では、プロセッサ１０からランプ１２の特性に関するデータが受信される
。そして、ステップ２０４では、送られてきたデータが適正なデータであるか、すなわち
ランプ１２の種類に関するデータが送られてきているか否かが判定される。送られてきた
データが適正でない、すなわちランプ特性に関するデータとは異なるデータであると判断
されると、ステップ２０５に移り、プロセッサ１０のシステムコントロール回路２２へデ
ータの再送信を要求する。一方、送られてきたデータが適正であると判断された場合、ス
テップ２０６へ進む。
【００３６】
ステップ２０６では、ランプ１２の特性に関するデータを受信したこと示す確認データが
システムコントロール回路２２へ送られる。そして、ステップ２０７では、受信したデー
タに基き、ランプ１２の種類が判別される。ステップ２０８では、ランプ１２の種類に従
って、ＥＥＰＲＯＭ５７から対応する色データを読み出され、初期信号処理回路５５へデ
ータ信号が送られる。
【００３７】
　このように本実施形態によれば、ＥＥＰＲＯＭ５７にあらかじめキセノンランプ用の色
データＫＤ、メタルハライドランプ用の色データＭＤ、ハロゲンランプ用の色データＨＤ
から構成される色調整データが格納されており、図５のステップ２０７においてランプ１
２の種類が判別されると、ランプの種類に応じた色データが読み出され、初期信号処理回
路５５へ送られる。初期信号処理回路５５では、送られてきたデータ信号に基き、色分離
処理回路６０における色分離処理、ＲＧＢマトリックス回路６２におけるＲ，Ｇ，Ｂの原
色信号生成処理、ホワイトバランス回路６４におけるホワイトバランス調整処理、ガンマ
補正回路６６におけるガンマ補正処理、カラーマトリックス回路６８における映像信号生
成処理が実行され、各回路の中でそれぞれ色調整処理が実行される。このようにランプ１
２の種類に応じた色調整処理が施されるため、ランプ１２の種類の異なる複数のプロセッ
サに対して１つのビデオスコープ５０を共有して使用することができ、電子内視鏡装置お
よびシステムの簡素化、経済的コスト低減を図ることができる。
【００３８】
本実施形態では、補色カラーフィルタを用い、画素信号の読み出し方式として色差線順次
方式が適用されているが、Ｒ，Ｇ，Ｂの原色カラーモザイクフィルタを使用し、また、ベ
イヤ－方式などを適用してもよい。この場合、初期信号処理回路５５内の回路構成は、原
色カラーフィルタ、ベイヤ－方式に従った回路構成となる。また、撮像方式として、同時
式だけでなく、面順次方式にも適用可能である。また、本実施形態では、モニタへのビデ
オ出力方式としてＮＴＳＣ方式が適用されているが、他の方式についても本発明を適用可
能である。
【００３９】
ランプの種類に関しては、キセノン、メタルハライドランプ、ハロゲンランプに限定され
ず、他のランプ、例えばＬＥＤを使用してもよい。この場合、使用されるランプの分光特
性に従って色データが用意される。
【００４０】
本実施形態では、キセノンランプ用の色データＫＤ、メタルハライドランプ用の色データ
ＭＤ、ハロゲンランプ用の色データＨＤの各色調整処理に関するデータ信号は、ランプ毎
に全て異なった値をもつが、所定のデータ信号のみランプ毎に異なるように構成してもよ
い。例えば、ガンマ特性データ信号“Ｃ－γＣＯＮＴ”に対応するデータを各ランプ毎に
共通の値としてもよい。
【００４１】
本実施形態では、色調整処理がビデオスコープ５０内で実行されているが、プロセッサ１
０内において色調整処理を行ってもよい。例えば、プロセッサが、モニタに接続される信
号処理装置とビデオスコープ内の光ファイバ束が接続される光源装置とに別々に用意され
た電子内視鏡装置の場合、ランプの種類の異なる光源装置を必要に応じて変更しても、信
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【００４２】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、電子内視鏡装置において様々な種類の光源ランプそれぞれ
に応じて色調整処理を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施形態である電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】図１の初期信号処理回路を詳細に示した図である。
【図３】ＥＥＰＲＯＭにあらかじめ記憶されている色調整に関するデータ表を示す図であ
る。
【図４】スコープ接続においてプロセッサ側で実行される色調整用データの抽出処理を示
したフローチャートである。
【図５】スコープ接続においてスコープ側で実行される色調整用データの抽出処理を示し
たフローチャートである。
【符号の説明】
１０　　プロセッサ
１２　　ランプ（光源ランプ）
２２　　システムコントロール回路
３２　　モニタ（表示装置）
５０　　ビデオスコープ
５４　　ＣＣＤ（撮像素子）
５５　　初期信号処理回路（色調整処理手段）
５６　　スコープ制御部
５７　　ＥＥＰＲＯＭ（色データメモリ）
６０　　信号分離処理回路
６２　　ＲＧＢマトリックス回路（原色信号生成手段）
６４　　ホワイトバランス回路（ホワイトバランス調整手段）
６６　　ガンマ補正回路（ガンマ補正処理手段）
６８　　カラーマトリックス回路（映像信号生成手段）
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摘要(译)

要解决的问题：分别执行与各种光源灯相对应的色调调整处理。解决方案：在视频镜50中提供初始信号处理电路55，镜体控制部分
56和EEPROM57，并且色调调节数据预先存储在处理器10中的每种灯12中。当视频镜50是当连接到处理器10时，识别灯12的种
类，并从EEPROM读取对应于灯的颜色数据。基于读取的颜色数据，将色调调整处理应用于从CCP 54读取的图像信号。
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